
　

先
月
、「
日
本
経
済
新
聞
」
に
連
載
さ
れ
た
「
ニ
ッ
ポ
ン

の
農
力
・
宝
は
眠
っ
て
い
る
」
は
、
非
常
に
愉
快
な
特
集
だ
っ

た
。

　

農
産
物
加
工
・
販
売
会
社
「
遠
赤
青
汁
」
は
、
愛
媛
県
西

条
市
で
耕
作
放
棄
地
十
二
ｈ
ａ
を
借
り
て
、
ケ
ー
ル
（
緑
葉

甘
藍
）
や
ニ
ン
ニ
ク
を
有
機
で
栽
培
す
る
。
更
に
二
ｈ
ａ
を

拡
大
す
る
予
定
と
い
う
。
長
年
使
わ
れ
な
か
っ
た
耕
作
放
棄

地
は
、
有
機
栽
培
に
は
最
適
と
断
言
す
る
。

　

ま
た
、
数
十
年
放
置
さ
れ
た
耕
作
放
棄
地
の
棚
田
を
復
活

さ
せ
、
米
作
り
を
行
い
、
観
光
や
町
お
こ
し
に
転
換
し
て
い

る
地
域(

香
川
県
土
生
町)

も
あ
る
。

　

多
く
の
日
本
人
は
農
村
や
里
山
の
風
景
に
懐
か
し
さ
や
、

安
ら
ぎ
を
覚
え
、
活
用
に
よ
っ
て
は
大
き
な
収
益
を
生
む
。

　

現
在
、
我
が
国
の
耕
作
放
棄
地
は
三
十
九
万
ｈ
ａ
、
全
耕

地
面
積
の
八
・
五
％
を
占
め
、
長
崎
県
の
面
積
に
ほ
ぼ
匹
敵

す
る
。
仮
に
こ
の
耕
作
放
棄
地
の
半
分
を
農
地
と
し
て
活
用

で
き
る
な
ら
ば
、
単
純
に
千
八
百
五
十
億
円
の
農
業
生
産
額

が
上
が
る
計
算
と
な
る
。
ま
さ
に
、
眠
っ
て
い
る
宝
の
山
で

あ
る
。

　

更
に
、「
地
元
の
人
は
棚
田
を
厄
介
者
扱
い
に
す
る
が
、

使
い
方
に
よ
っ
て
は
宝
物
に
な
る
。」
と
早
稲
田
大
学
名
誉

教
授
の
言
葉
を
紹
介
す
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
少
し
ず

つ
始
ま
っ
て
は
い
る
が
、
ま
だ
面
的
広
が
り
に
は
ほ
ど
遠
い
。

　

さ
て
先
月
末
、
政
府
は
、
今
後
十
年
間
の
農
政
の
基
本
方

向
を
示
す
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
を
閣
議
決
定

し
た
。

　

こ
の
中
で
は
、
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
を
国
家
戦
略
と

し
て
位
置
づ
け
、
国
民
全
体
で
農
業
・
農
村
を
支
え
る
社
会

の
創
造
を
目
ざ
す
。
そ
し
て
十
年
後
の
食
料
自
給
率
の
目
標

を
五
十
％
（
現
行
四
十
一
％
）
と
し
た
画
期
的
な
も
の
で
あ

る
。
今
後
こ
の
計
画
の
達
成
に
は
、
十
分
な
予
算
の
確
保
が

欠
か
せ
な
い
。

　

そ
し
て
更
に
、
国
民
総
参
加
の
下
に
、
眠
っ
て
い
る
宝
の

山
の
再
生
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

せ
せ
ら
ぎ
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根子岳と桜 ( 高森町：写真提供　熊本県 )
阿蘇五岳の一つである根子岳 (標高 1433m) は、高岳、
中岳に次ぐ高峰で鋸歯のようなギザギザの稜線を連ね
た珍しい山容から、多くの人々に愛されている。

4月号
No.244

主な内容
・第 13回農政連リーダー農政研修会
・JAやつしろ女性部活動報告
・ガンバッテいます：八浪洋一さん、
下田博子さん

・各連合会からのお知らせ



　３月１日、ＪＡ熊本教育センターで、農政連委員、
総支部長、生産部会、青壮年部、女性部、ＪＡ、連
合会役職員など約１５０名が参加して、農政連リー
ダー農政研修会を開催した。

　研修会は、テレビ、新聞などで評論活動を行って
いる日本大学法学部教授の岩井奉信氏と、元ＮＨＫ
解説委員で農政ジャーナリストの加倉井弘氏を招い
て講演を頂き、農政の研鑽を積んだ。

▲

Ｊ
Ａ
教
育
セ
ン
タ
ー
で
、
１
５
０
名
が
参
加
。

岩
井　

奉
信 

氏

『
今
後
の
政
治
・
経
済
の
流
れ

を
ど
う
読
む
か
』

　

昨
年
の
衆
議
院
総
選
挙
の
時
の
流
れ
を
分

析
し
な
が
ら
、
民
主
党
政
権
の
動
き
や
今
後

の
行
方
に
つ
い
て
話
を
さ
れ
た
。

　

主
な
話
題
と
し
て
、
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を

挙
げ
て
話
を
進
め
ら
れ
た
。

◎
支
持
率
低
下
で
政
権
維
持
に
黄
色
信
号
が

と
も
っ
た
鳩
山
内
閣

◎
政
権
交
代
に
対
す
る
期
待
を
台
無
し
に
し

た
鳩
山
・
小
沢
の
政
治
資
金
問
題

◎
居
座
っ
て
は
困
る
が
、
い
な
く
て
も
困
る

小
沢
幹
事
長
の
功
罪

◎
敵
失
を
生
か
し
切
れ
ず
、
分
裂
も
噂
さ
れ

る
自
民
党
の
惨
状

◎
７
月
の
参
院
選
に
向
け
て
、
鳩
山
民
主
党

に
起
死
回
生
の
秘
策
は
あ
る
か

◎
参
院
選
以
降
の
日
本
の
政
治
と
農
政
の
ゆ

く
え

　

こ
の
中
で
、
民
主
党
の
政
治
と
カ
ネ
の
問

題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
な
か
で
、
な

か
な
か
支
持
率
が
伸
び
な
い
自
民
党
の
危
機

を
指
摘
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
の
参
議
院
選
挙
が
如
何
に
大

事
な
選
挙
で
あ
る
か
、
日
本
の
政
治
を
変
え

る
た
め
に
有
権
者
が
ど
う
判
断
す
る
か
、
普

天
間
基
地
移
設
の
問
題
な
ど
を
含
め
て
５
月

ご
ろ
ま
で
目
を
離
せ
な
い
動
き
が
続
く
。
小

沢
幹
事
長
の
動
き
が
注
目
さ
れ
る
が
、
幹
事

長
職
を
辞
め
る
か
ど
う
か
が
一
つ
の
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
。

　

民
主
党
に
と
っ
て
も
政
権
与
党
と
し
て
い

ろ
い
ろ
な
問
題
が
出
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

　

子
ど
も
手
当
て
、
高
速
道
路
無
料
化
な
ど

政
策
に
お
け
る
財
政
面
の
問
題
を
ど
う
し
て

い
く
か
、
責
任
の
重
さ
も
出
て
く
る
。
こ
れ

か
ら
参
院
選
を
控
え
て
、
自
民
党
の
舛
添
氏

の
動
き
が
注
目
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て

も
政
界
再
編
の
大
き
な
動
き
が
、
そ
の
前
後

に
出
て
く
る
と
話
さ
れ
た
。

▲講演する岩井氏（日本大学法学部教授）

第13回農政連リーダー
農政研修会を開催
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農
政
連
事
務
局
か
ら

　

こ
れ
か
ら
の
日
本
農
業
を
考
え
る
時
に
、

見
極
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
な
が
ら
、
日
本
農
業
の
生

き
残
り
戦
略
な
ど
を
説
明
さ
れ
た
。

　

新
政
権
の
直
接
支
払
い
制
度
に
つ
い
て
は
、

所
得
補
償
と
な
っ
て
い
る
が
、
生
産
費
の
補

て
ん
で
あ
っ
て
、
生
活
保
障
で
は
な
い
。
一

俵
何
万
円
で
な
く
、
一
反
何
万
円
で
の
支
払

い
で
あ
る
。
対
象
農
家
は
販
売
農
家
の
約

１
８
０
万
戸
で
あ
り
、
全
農
家
は
２
５
０
万

戸
で
あ
る
。
対
象
作
物
は
初
年
度
コ
メ
、
い

ず
れ
全
作
物
。
そ
う
し
た
流
れ
に
な
っ
た
時

に
、
農
家
所
得
支
持
政
策
の
財
源
は
ど
こ
か

ら
く
る
の
か
、
構
造
改
革
は
ど
う
す
る
の
か
、

問
題
は
大
き
い
。

　

弱
体
化
す
る
日
本
農
業
の
現
状
と
し
て
、

次
の
点
を
あ
げ
て
い
る
。

　

海
外
か
ら
の
安
い
農
産
物
の
輸
入
が
非
常

に
増
え
て
い
る
。
食
糧
消
費
に
つ
い
て
は
、

長
期
低
下
傾
向
に
あ
り
、
市
場
に
は
い
ろ
ん

な
食
品
が
溢
れ
、
食
生
活
の
無
国
籍
化
（
風

土
離
れ
）が
起
き
て
い
る
。
コ
メ
消
費
は
ピ
ー

ク
時
よ
り
半
分
に
減
少
し
、
生
産
量
も
減
反

の
拡
大
で
お
よ
そ
６
割
に
減
り
、
生
産
者
所

得
も
４
兆
円
か
ら
２
兆
円
ま
で
落
ち
て
い
る
。

生
産
現
場
で
は
、
担
い
手
の
高
齢
化
が
進
み
、

水
田
が
零
細
で
分
散
し
て
お
り
、
耕
作
放
棄

地
な
ど
も
増
加
し
て
い
る
。
生
産
資
材
費
が

上
が
り
、
生
産
コ
ス
ト
が
高
く
な
る
な
ど
、

農
業
者
に
と
っ
て
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

　

ま
た
、
水
田
農
業
に
つ
い
て
は
、
担
い
手

は
高
齢
者
と
兼
業
農
家
と
い
う
の
が
現
状
で

あ
る
。

　

そ
こ
で
、
今
ま
で
の
コ
メ
生
産
調
整
の
問

題
点
と
し
て
、
一
つ
に
は
、
減
反
の
強
制
的

均
等
割
当
て
を
あ
げ
、
専
業
・
兼
業
別
、
耕

作
規
模
、
労
働
力
、
機
械
、
収
入
な
ど
個
別

事
情
を
無
視
し
た
対
策
が
問
題
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
ま
た
価
格
は
維
持
さ
れ
て
も
面
積

が
減
る
た
め
、収
入
は
減
少
す
る
状
況
と
な
っ

て
い
る
（
総
収
入
＝
面
積
×
単
収
×
価
格
）。

収
入
拡
大
を
め
ざ
す
規
模
拡
大
が
不
可
能
な

こ
と
や
、
若
い
担
い
手
が
加
入
し
な
い
点
な

ど
も
あ
げ
た
。

　

一
方
、
農
政
転
換
で
は
、
農
地
の
担
い
手

へ
の
集
積
、
計
画
経
済
か
ら
市
場
経
済
へ
の

移
行
、
上
意
下
達
か
ら
自
主
選
択
・
自
己
責

任
へ
、
ま
た
零
細
経
営
か
ら
法
人
経
営
へ
、

担
い
手
の
限
定
支
援
（
認
定
農
業
者
）
な
ど

の
方
向
へ
農
政
が
動
い
て
い
く
中
で
、
農
家

に
と
っ
て
し
っ
か
り
と
し
た
将
来
像
が
見
え

ず
、
農
家
の
世
代
交
代
も
進
ま
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
日
本
農
業
の
生
き
残
り

戦
略
と
し
て
次
の
点
を
あ
げ
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
、
水
田
農
業
に
お
け
る
稲

作
経
営
の
厳
し
さ
、
戸
別
所
得
補
償
制
度
だ

け
で
は
問
題
の
解
決
に
な
ら
な
い
点
、
若
い

世
代
が
農
業
に
進
も
う
と
い
う
期
待
を
持
て

な
い
こ
と
な
ど
へ
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

　

更
に
日
本
農
業
を
守
る
た
め
に
は
、
国
民

の
農
業
保
護
負
担
の
意
識
を
高
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
調
し
、
理
解
促
進
を

図
る
活
動
が
大
切
で
あ
る
と
し
た
。

加
倉
井　

弘 

氏

『
世
界
の
食
料
需
要
の
動
向
と

こ
れ
か
ら
の
日
本
農
業
を
考

え
る
』

▲講演する加倉井氏（農政ジャーナリスト）

　

同
研
修
会
の
中
で
、
木
村
農
政
連
事
務
局
長
よ

り
農
政
連
組
織
・
活
動
の
重
点
事
項
に
つ
い
て
説

明
し
た
。　

⑴
地
域
農
政
の
確
立
と
政
策
価
格
対
策
運
動
の
強

化
　

農
業
予
算
、
農
産
物
の
政
策
・
価
格
対
策
等

に
つ
い
て
、
全
国
農
政
連
と
の
連
携
の
下
に
、

生
産
現
場
の
意
見
・
要
望
を
積
み
上
げ
、
国
、
県
、

市
町
村
等
に
対
す
る
要
請
運
動
を
強
力
に
展
開

す
る
。

①
国
、
県
、
市
町
村
の
農
業
関
連
政
策
・
予
算

対
策

②
畜
産
物
政
策
・
価
格
対
策

③
新
た
な
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」

の
策
定
へ
の
対
応

⑵
課
題
別
農
政
対
策
の
強
化

　

Ｗ
Ｔ
Ｏ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
対
策
、
食
農
教
育
運
動
強

化
等
、
課
題
別
農
政
対
策
を
、
支
部
・
総
支
部

及
び
県
組
織
一
体
と
な
り
、
取
り
組
む
。

⑶
農
政
推
進
体
制
及
び
情
報
活
動
の
強
化

　

農
政
推
進
体
制
を
強
化
し
、
農
政
運
動
に
対
す

る
意
識
を
高
め
、
組
織
の
拡
充
強
化
を
図
り
、
盟

友
へ
の
情
報
の
適
切
な
提
供
を
行
な
う
た
め
、
情

報
活
動
を
強
化
す
る
。

⑷
「
熊
本
み
ど
り
・
食
・
環
境
基
金
」
設
立
に
よ

る
農
業
・
農
村
及
び
環
境
を
守
る
運
動
を
積
極

的
に
展
開
す
る
。

①
農
山
漁
村
等
地
域
環
境
美
化
活
動
事
業

②
食
農
教
育
事
業

③
消
費
者
・
県
民
を
対
象
と
し
た
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
集
会
等
の
開
催

④
県
内
の
有
識
者
等
に
よ
る「
熊
本
み
ど
り
・
食
・

環
境
基
金
運
営
審
議
会
」
を
設
置
し
、
幅
広

い
提
言
等
を
受
け
、
よ
り
効
果
的
な
事
業
の

展
開
を
図
っ
て
い
く
。

◇
国
際
社
会
の
許
す
関
税
障
壁
を
維
持

す
る
こ
と
（
コ
メ
７
８
０
％
、
小
麦

２
５
０
％
、
乳
製
品
２
２
０
％
な
ど
）。

◇
外
国
農
業
と
の
「
棲
み
分
け
」
で
あ
り
、

量
よ
り
質
、加
工
よ
り
生
鮮
、ブ
ラ
ン
ド
、

技
術
力
を
磨
い
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

（
高
付
加
価
値
追
求
型
の
農
業
）。

◇
生
産
性
向
上
で
内
外
価
格
差
の
縮
小
を

図
る
。コ
メ
や
麦
の
規
模
拡
大
、企
業
化
、

雇
用
労
働
な
ど
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
（
価
格
競
争
型
の
大
規
模

農
業
）。

◇
収
益
性
を
あ
げ
る
た
め
生
産
か
ら
加
工
、

流
通
・
販
売
ま
で
の
６
次
産
業
化
へ
の

取
組
み
。
地
域
や
消
費
者
ま
で
結
び
つ

く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
。
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女性部活動報告
■ＪＡやつしろ女性部報告■

　ＪＡやつしろ女性部は 17支部からなり、泉サダ子部
長を中心に現在 1554人の部員数で活動し、頑張ってお
ります。
　昨年はＪＡにも女性理事２人が誕生。今まで以上に女
性部活動の輪を広げて行きたいと思います。
　下記に今年度の活動の一部を紹介します。是非お読み
ください。

女性部、家庭菜園コンクール
開催

春一番も吹き飛ばす！　女性部グラウンドゴルフ大会開催

女性部が自家生産の野菜を使
いキムチ作り

　11月９日、「21年度家庭菜園コンクール」
が開催され、昭和・千丁町・北新地・鏡・宮原・
東陽・泉・竜北町の各部員の家庭菜園を本
部役員・営農指導職員で審査しました。
　奇麗に整えられた畝の中で、作物の種
類、出来具合などを聞き取り、各家庭での
堆肥・有機肥料を有効利用し栽培を行って
いる話も聞かれました。
　旬の野菜が並んでいる菜園を皆で歩き、
審査員も最後まで関心の様子でした。

　２月25日、女性部は部員同士の親睦と組
織の強化・発展を図ることを目的に、八代市
千丁町東グラウンドで初めてのグラウンド
ゴルフ大会を開き、部員・役職員約180 人
の参加者がプレーを楽しみました。

　女性部では旬の白菜を使い、キムチ作り
を行いました。
　元々は平成19年度に自家生産野菜の地
産地消を目的として初めて企画されたも
ので、今年で３年目。２月８日には日奈久
支部で実施されました。
　当日は部員20 名が参加。用意した白菜
40㌔を始め、りんごやしょうが、玉ねぎな
どを下準備。ＪＡ生活指導員の説明を受け
ながら米の粉やニンニク、本場韓国から取
り寄せたとうがらしなどを混ぜ合わせて
調理を行いました。

　当日は春一番が吹いていましたが、どの
チームもその風の勢いに負けない明るいパ
ワーで大いに楽しみ、「良い運動になった」
「難しかったけど楽しかった」などの声が聞
かれました。
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Ｊ
Ａ
鹿
本
の
八
浪
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問
し
ま
し

た
。八
浪
さ
ん
は
、昭
和
24
年
11
月
生
ま
れ
。

　

鹿
本
農
業
高
校
を
卒
業
し
、地
元
企
業
に
32
年
間

勤
め
て
い
ま
し
た
が
、バ
ブ
ル
の
崩
壊
等
で
会
社

を
退
職
し
、家
業
の
農
業
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
時
に
、地
域
の
農
家
か
ら
温
か
く
迎
え
ら
れ

た
こ
と
が
う
れ
し
く
、感
謝
の
気
持
ち
で
、集
落
の

い
ろ
ん
な
世
話
役
を
引
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。「
農

地
・
水
・
環
境
保
全
対
策
」の
事
務
等
も
経
験
さ
れ
、

６
年
前
か
ら
は
、Ｊ
Ａ
鹿
本
の
稲
作
生
産
部
会
の
部

会
長
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

経
営
面
積
は
、期
間
借
地
等
を
含
め
て
、水
稲
10

ｈ
ａ
、大
豆
８
ｈ
ａ
、麦
20
ｈ
ａ
、ア
ス
パ
ラ
40
ａ
、

枝
豆
10
ａ
を
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
土
地
利
用
型
農
業
で
農
業
法
人
設
立

　

平
成
16
年
に
農
業
法
人
を
立
上
げ
、有
限
会
社

「
デ
カ
ノ
ウ
熊
鹿
」を
作
り
ま
し
た
。会
社
名
は
、自

分
の
甥
子
が
考
え
た
名
前
だ
そ
う
で
す
。

　

米
・
麦
・
大
豆
の
土
地
利
用
型
農
業
を
営
み
な
が

ら
、農
繁
期
は
か
な
り
ハ
ー
ド
な
作
業
と
な
り
ま
す

が
、人
一
倍
の
頑
張
り
で
、法
人
経
営
に
取
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

八
浪
さ
ん
は
、「
認
定
農
家
で
６
年
や
っ
て
き
た

が
、集
落
あ
っ
て
の
認
定
農
業
者
で
あ
る
。農
家
は

皆
が
社
長
な
の
で
考
え
方
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
、こ
だ

わ
り
も
あ
る
の
で
、ま
と
め
て
い
く
の
が
難
し
い
こ

と
も
多
い
。

　

政
権
が
代
わ
っ
た
こ
と
で
、今
ま
で
通
り
に
は
行

か
な
い
と
い
う
状
況
か
ら
、農
家
に
と
っ
て
も
う
一

度
、地
域
農
業
を
考
え
直
し
て
い
く
好
機
と
捉
え
た

い
。ま
た
生
産
部
会
を
託
せ
る
よ
う
に
、後
継
者
を

育
て
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
」と
話
さ
れ
ま
す
。

■
販
売
に
対
す
る
意
識
改
革

　

米
に
関
し
て
は
、特
別
栽
培
米
へ
の
取
り
組
み
を

始
め
、「
夢
大
地
米
」の
販
売
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。大
阪
な
ど
に
出
向
き
、現
場
で
の
小
売
店
と
の

情
報
交
換
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
消
費
地
と
産
地
の

ふ
れ
合
い
・
信
頼
づ
く
り
が
、よ
り
大
切
で
あ
る
と

強
調
さ
れ
ま
す
。

　

八
浪
さ
ん
は
、「
生
産
履
歴
、減
農
薬
、減
肥
料
の
取

組
み
が
や
っ
と
し
っ
か
り
し
て
き
た
と
思
っ
て
い

る
が
、も
っ
と
農
家
の
販
売
に
対
す
る
意
識
改
革
を

図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。い
ろ
い
ろ
な
観

点
か
ら
見
れ
る
と
い
う
点
で
は
、他
業
種
に
勤
め
て

い
た
事
が
た
め
に
な
っ
た
」と
振
り
返
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
の
抱
負
と
し
て
、「
25
ｈ
ａ
規
模
の
経
営
が

で
き
る
設
備
は
整
え
て
い
る
の
で
、利
用
面
積
の
拡

大
を
図
り
た
い
。

　

ま
た
、６
次
産
業
が
叫
ば
れ
て
い
る
が
、何
か
も

う
一
つ
プ
ラ
ス
し
た
７
次
産
業
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
」な
ど
新
た
な
発
想
へ
の
追
求
も
忘
れ
ま
せ

ん
。

■
好
き
な
言
葉

　

飛
躍　
　
「
前
進
あ
る
の
み
、止
ま
っ
て
い
る
よ

り
も
、常
に
前
に
歩
き
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

■
天
草
の
新
和
町
出
身

　

下
田
さ
ん
は
天
草
の
新
和
町
出
身
。最
初

は
、旧
新
和
農
協
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。ご
主

人
と
は
青
年
団
活
動
を
通
し
て
知
り
合
い
、

20
年
前
に
結
婚
し
ま
し
た
。現
在
は
、三
人
の

子
供
に
恵
ま
れ
、同
じ
新
和
町
で
暮
ら
し
て

い
ま
す
。

■
ミ
カ
ン
い
っ
ぱ
い

　

下
田
さ
ん
宅
で
は
、両
親
、ご
主
人
と
共
に
、

米
85
ａ
、か
ん
き
つ
類
を
併
せ
て
15
ａ
作
付
け

し
て
い
ま
す
。品
種
は
、ハ
ウ
ス
栽
培
の
デ
コ
ポ

ン
、露
地
栽
培
の
河
内
晩
柑
、甘
夏
、清
見
で
す
。

　

農
業
に
関
し
て
は
、で
き
る
範
囲
で
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

「
今
ま
で
子
育
て
な
ど
で
あ
ま
り
時
間
が
取
れ

な
か
っ
た
か
ら
、ま
だ
農
業
を
し
て
い
る
と
い

う
実
感
が
少
な
い
で
す
。」

　

ま
た
、「
以
前
の
仕
事
は
休
日
が
決
ま
っ
て
い

ま
し
た
が
、農
業
は
天
候
な
ど
に
左
右
さ
れ
て

不
定
期
に
な
り
、戸
惑
い
を
感
じ
ま
し
た
。」と

話
さ
れ
ま
し
た
。

■
土
日
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
日

　

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
だ
と
い
う
下
田

さ
ん
。フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
活
動
の
ほ
か
に
も
、

地
区
の
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
参
加
し
て
い

ま
す
。週
に
一
回
の
ペ
ー
ス
で
土
曜
か
日
曜

日
に
練
習
。「
あ
ま
り
上
手
で
は
な
い
で
す

が
、楽
し
ん
で
い
ま
す
。」

■
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
活
動

　

Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
新
和
町
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

は
、４
年
前
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。初
め
は
女

性
部
の
有
志
の
集
ま
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
。下

田
さ
ん
も
女
性
部
か
ら
入
会
し
て
４
年
目
で

す
。

　

現
在
は
14
名
の
部
員
で
活
動
し
て
い
ま

す
。月
に
一
度
、打
合
せ
を
行
い
、何
を
や
る

か
を
決
め
ま
す
。

　

年
３
回
あ
る
支
部
長
会
議
で
紹
介
さ
れ
た

活
動
等
を
参
考
に
し
、や
り
た
い
事
を
提
案

し
ま
す
。最
近
は
手
芸
が
多
く
、今
回
は
紙

テ
ー
プ
で
作
る
ク
ラ
フ
ト
バ
ッ
ク
を
制
作
。

今
度
は
ミ
ニ
サ
イ
ズ
の
バ
ッ
ク
を
作
ろ
う

と
計
画
中
で
す
。ま
た
、月
に
一
度
集
ま
る
こ

と
に
よ
っ
て
、子
育
て
等
の
悩
み
、相
談
が
で

き
、ス
ト
レ
ス
解
消
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

「
子
育
て
が
一
段
落
し
た
部
員
が
多
く
な
っ

た
の
で
、一
泊
付
き
の
研
修
旅
行
を
計
画
し

て
い
ま
す
。で
す
が
、な
か
な
か
予
定
が
合
わ

ず
、行
け
ま
せ
ん
。」

■
今
後
の
抱
負

　

下
田
さ
ん
は
今
後
の
抱
負
と
し
て
、

「
最
近
は
子
育
て
も
一
段
落
し
、自
分
の
時
間

を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、も
っ
と
活

動
に
参
加
し
た
い
。そ
し
て
会
員
を
増
や
し

て
、で
き
る
だ
け
他
の
行
事
に
も
参
加
で
き

た
ら
い
い
な
、と
思
っ
て
い
ま
す
。」と
話
さ

れ
ま
し
た
。

ガンバッテいます

部長　下田　博子さん

八浪　洋一さん

ＪＡあまくさ新和町フレッシュミズ

ＪＡ鹿本　稲作部会長
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Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
は
、
３
月
25
日
、
同
ホ
ー
ル

に
て
食
材
宅
配
モ
ニ
タ
ー
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
食
材
加
入
者
の
メ
ニ
ュ
ー
に
対
す

る
意
見
・
要
望
な
ど
幅
広
い
意
見
を
聞
き
、
よ
り

多
く
反
映
さ
せ
、
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
・
強
化
に
取

り
組
む
た
め
と
、
満
足
度
の
向
上
を
目
指
し
、
よ

り
良
い
食
材
宅
配
を
実
現
す
る
の
が
目
的
で
す
。

県
内
食
材
会
員
よ
り
選
ば
れ
た
モ
ニ
タ
ー
な
ど
お

よ
そ
50
名
が
参
加
。
モ
ニ
タ
ー
へ
の
委
嘱
状
の
交

付
を
行
い
、
こ
れ
か
ら
一
年
間
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

等
に
協
力
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

研
修
会
で
は
、
㈱
大
磯
か
ら
、「
食
品
添
加
物
に

つ
い
て
」
と
い
う
こ
と
で
、
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、宅
配
さ
れ
て
い
る
「
無
着
色
明
太
子
」
や
「
あ

じ
」
や
「
い
か
」
の
さ
ば
き
方
に
つ
い
て
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
、
福
岡
県
漁
協
協
同
組
合
連
合
会
よ
り

行
い
ま
し
た
。

　

中
央
会
・
連
合
会
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
エ
ー

コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
と
食
材
の
商
品
を
使
い
、
電
子

レ
ン
ジ
で
簡
単
に
出
来
る
料
理
講
習
を
行
い
、
参

加
者
か
ら
は
「
と

て
も
お
い
し
い
の

で
、
是
非
、
家
で

試
し
て
み
た
い
。」

と
い
う
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

事
務
局
で
は
、

今
日
の
研
修
会
を

き
っ
か
け
と
し

て
、
さ
ら
に
会
員

さ
ん
の
満
足
度
向
上
と
、
会
員
拡
大
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

　

日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
熊
本
県
支
部
、
熊

本
県
茶
商
業
協
同
組
合
、
熊
本
県
経
済
連
茶
生
産

流
通
協
議
会
は
、
３
月
27
日
、
経
済
連
７
階
ホ
ー

ル
で
日
本
茶
テ
ィ
ス
テ
ィ
ン
グ
フ
ェ
ア
ー
in
く
ま

も
と
を
開
催
。
お
茶
の
持
つ
多
様
性
や
淹
れ
方
で

変
わ
る
味
を
実
感
し
て
も
ら
い
、
新
茶
直
前
の
こ

の
時
期
に
、
く
ま
も
と
茶
へ
の
関
心
を
高
め
て
も

ら
う
の
が
目
的
で
す
。

　

フ
ェ
ア
ー
に
は
、
一
般
消
費
者
約
１
０
０
人
が

参
加
。
県
産
茶
を
中
心
に
、
玉
緑
茶
や
煎
茶
、
釜

炒
茶
や
国
産
紅
茶
な
ど
様
々
な
お
茶
の
飲
み
比
べ

や
、
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
お
茶
の

淹
れ
方
教
室
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
お
い
し
い
お
菓
子
を
食
べ
つ
つ
、
お

茶
の
種
類
や
製
法
、
お
い
し
い
淹
れ
方
に
つ
い
て

手
ほ
ど
き
を
受
け
、
く
ま
も
と
茶
に
親
し
み
ま
し

た
。

　

近
年
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
食
の
簡
便
化
や
核

家
族
化
に
よ
り
、
急
須
を
用
い
て
お
茶
を
淹
れ
て

飲
む
と
い
う
習
慣
が
薄
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の

会
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
お
茶
の
持
つ
本
来
の
お

い
し
さ
や
急
須
で
お
茶
を
淹
れ
る
こ
と
を
楽
し
ん

で
も
ら
え
た
ら
、
と
主
催
者
は
話
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
熊
本

中
央
会
は
３

月
24
日
、
Ｊ

Ａ
熊
本
教
育

セ
ン
タ
ー
で

２
０
０
９
年

度
熊
本
県
Ｊ

Ａ
農
業
イ
ン

タ
ー
ン
事
業

修
了
式
を

開
き
、
イ
ン

タ
ー
ン
研
修

生
36
人
が
11
ヶ
月
間
の
研
修
を
修
了
し
ま
し

た
。
36
人
の
う
ち
23
人
（
０
５
～
０
８
年
度

ま
で
33
人
が
就
農
）
が
４
月
か
ら
就
農
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
は
、
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
が
地
域
農

業
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
育
成
を
図
る
目

的
で
２
０
０
５
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る

事
業
で
す
。

　

式
で
は
、
研
修
修
了
生
や
受
入
農
家
、
Ｊ

Ａ
職
員
な
ど
約
90
人
が
参
加
。
ま
ず
主
催
者

と
し
て
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
の
江
誠
一
郎
常
務

が
お
祝
い
の
言
葉
を
贈
り
、
全
員
に
修
了
証

書
を
授
与
し
今
後
の
活
躍
を
祈
念
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
４
月
５
日
開
講
式
が
行
わ
れ
、

Ｉ
タ
ー
ン
18
名
や
新
規
学
卒
者
５
名
を
含
む

35
名
が
入
講
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
、
各
連
合
会
は
３
月
30

日
、
熊
本
市
で
臨
時
総
会
を
開
き
、
２
０
１
０

年
度
事
業
計
画
な
ど
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
の
園
田
俊
宏
会
長
は
「
将

来
と
も
組
合
員
を
は
じ
め
、
地
域
か
ら
最
も
信

頼
さ
れ
る
存
在
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
組

織
・
事
業
改
革
等
に
邁
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

中
央
会
の
事
業
計
画
で
は
、
22
年
度
の
基
本

的
課
題
と
し
て
、
①
農
政
課
題
へ
の
対
応
②
第

23
回
Ｊ
Ａ
熊
本
県
大
会
決
議
事
項
の
着
実
な
実

践
③
信
頼
を
高
め
る
Ｊ
Ａ
経
営
の
確
立
④
期
待

に
応
え
る
中
央
会
機
能
の
発
揮
を
挙
げ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
特
別
決
議
と
し
て
、
①
「
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
の
実
践
や
現
場
実
態

を
踏
ま
え
た
戸
別
所
得
補
償
制
度
へ
の
対
応

②
Ｗ
Ｔ
Ｏ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
で
は
多
様
な
農
業
の

共
存
を
可
能
と
す
る
農
産
物
貿
易
ル
ー
ル
の

確
立
へ
の
国
民
理
解
促
進
③
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の

活
動
を
軸
に
地
域
の
再
生
を
目
指
し
、
組
織
の

活
性
化
と
集
結
力
強
化
等
に
取
り
組
む
こ
と

を
採
択
し
ま
し
た
。

　

経
済
連
は
、
①
生
産
基
盤
の
維
持
・
拡
大
と

県
農
畜
産
物
の
販
売
力
強
化
②
生
産
・
流
通
コ

ス
ト
の
低
減
③
事
業
競
争
力
強
化
と
豊
か
な

く
ら
し
の
支
援
等
。

　

ま
た
厚
生
連
は
、
①
Ｊ
Ａ
ら
し
い
健
康
管

理
活
動
の
展
開
②
満
足
度
の
高
い
検
診
活
動

の
充
実
③
「
心
身
と
も
に
健
康
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
た
健
康
増
進
活
動
の
強
化
④
厚
生
連

診
療
所
の
機
能
発
揮
等
ー
重
点
施
策
と
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

２
０
０
９
年
度
Ｊ
Ａ
農
業
イ
ン

タ
ー
ン
事
業
修
了
、
23
人
が
就

農
！

組
織
・
事
業
改
革
等
を
邁
進

～
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
・
連
合
会
臨
時
総
会
～

食
材
モ
ニ
タ
ー
研
修
会

日
本
茶
テ
ィ
ス
テ
ィ
ン
グ
フ
ェ

ア
ー
in
く
ま
も
と

▲研修会の様子

▲修了式の様子

▲くまもと茶に親し
む消費者ら

…
… 

Ｊ
Ａ
中
央
会 

…
…

…
… 

Ｊ
Ａ
経
済
連 

…
…
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Ｊ
Ａ
共
済
で
は
、
３
月
20
日
（
土
）
崇
城

大
学
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
ア
ン
パ
ン
マ

ン
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
お
か
し
の
国
の
お
か
し

な
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
ご
応
募
い
た
だ
い
た

方
の
中
か
ら
抽
選
で
７
０
０
組
１
、４
０
０

名
を
ご
招
待
し
て
開
催
し
た
も
の
で
、
県
内

外
か
ら
６
、４
５
１
通
の
ご
応
募
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
会
場
入
り
口

に
設
置
し
た
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
な
ど
の
人
形

や
立
看
板
と
記
念
撮
影
を
す
る
親
子
が
た
く

さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

～
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
～

「
お
か
し
の
国
の
お
か
し
な
パ
ー
テ
ィ
ー
」
開
催
！

　

公
演
で
は
、「
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」

の
主
題
歌
を
は
じ
め
、ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
ソ
ン
グ
で
お
な
じ
み
の
双
子
の
ユ

ニ
ッ
ト
、ド
リ
ー
ミ
ン
グ
に
よ
る
歌
の
シ
ョ
ー

で
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
日
を
待
ち
に
待
っ

た
こ
ど
も
た
ち
は
、
手
を
た
た
い
た
り
体
を

動
か
し
た
り
し
て
と
て
も
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
始
ま
る
と
、
歌
に
合

わ
せ
て
軽
や
か
に
踊
る
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

た
ち
に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
の
物
語
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
途
中
で
、ガ
イ
コ
ツ
の
顔
を
し
た
ホ
ラ
ー

マ
ン
が
登
場
す
る
と
、
び
っ
く
り
し
て
泣
き

出
す
子
も
い
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
と
て
も

楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
ア
ン
パ

ン
マ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
通
し
て
、
今
後
も
地
域
の
み
な
さ
ま
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

▲抽選で 700組 1400 名を招待して開催

ヘルシーなダイエットにはごはん食
がおすすめです！

　栄養バランスのよい健康的なダイエットに
は、ごはん食が最適です。食べ物が体に入ると、
体内では体脂肪の合成を促すホルモン、イン
スリンが分泌されますが、ごはんは炭水化物
食品の中ではインスリンの分泌を刺激する力
が非常に弱く、ダイエットに向いています。
　また、ごはんが主食のごはん食は焼き魚や
刺し身、おひたしなど油を使わない料理と組
み合わせやすく、低脂肪の献立作りが容易。
さらに、ごはんはたっぷりの水を吸わせて炊
き上げるので、量のわりにエネルギーが低く、
この点でもダイエット向きです。
　ヘルシーなダイエットにはごはん食がおす
すめです！

出典：ＪＡ全中「わたしのごはんブック　ごはんで健康保
存版」

←正解は裏面へ

…
… 

Ｊ
Ａ
共
済
連 

…
…

コラム 食と農

「よい食クイズ」

Ｑ . 米ぬかは、肌をきれいに
する。

ウソ？
ホント？
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全
長
12
㎝
前
後
で
、
ス
ズ
メ
よ
り
も
小
さ
め
。

緑
が
か
っ
た
背
と
暗
褐
色
の
羽
を
持
ち
、
雌
雄

同
色
。
目
の
周
り
の
白
い
輪
が
特
徴
で
あ
り
、

名
前
の
由
来
と
も
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
見
ら

れ
る
野
鳥
の
中
で
は
、
ミ
ソ
サ
ザ
イ
に
次
い
で

最
も
小
さ
い
部
類
に
入
る
小
鳥
で
あ
る
。

●　

盟
友
の
皆
様
の
ご
意
見
や
周
辺
地
域
の
話

題
、
写
真
等
、
各
地
区
の
総
支
部
・
支
部
（
Ｊ

Ａ
本
・
支
所
）
へ
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚

に
存
じ
ま
す
。

連
絡
先　

熊
本
県
農
政
連

電　

話
０
９
６
ー
３
２
８
ー
１
２
８
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
ー
３
２
６
ー
５
８
０
７

●
メ
ジ
ロ(

目
白)

　

ス
ズ
メ
目
メ
ジ
ロ
科
の
鳥
。

あ
と
が
き

【よい食クイズ】

答え：ホント
　米ぬかに含まれるビタミンＥやビタミンＢ群には、肌の

老化防止や、ツヤのある肌をつくる効果があるといわれて

います。そのため、米ぬかを使った化粧品もたくさんあり、

多くの人に親しまれています。
ＪＡ全中発行「ごはんぢゃワンのお米クイズ（科学編）」より転載

10481050151

詳しくは、お近くの JA（農協）へお問い合わせください。
■ホームページアドレス　http://www.ja-kyosai.or.jp

サンキューふれあいキャンペーン実施中！
http://www.3qja.jp

一軒一軒、会ってお話しすることが、
安心を育てます。

お問い合わせはお近くのＪＡまで
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